
構成概要 2014年6月作成
・PRIMERGY RX300 S8(3.5インチモデル)を採用。(可用性を高めるために電源を冗長化)
・CPUはXeon E5-2637v2(3.50GHz/4コア/15MB)を選択。 
・制御OSとWindows Server 2008 R2の推奨構成を満たすために、メモリを合計4GB搭載。
・24時間運用可能かつ耐障害性・ディスク性能に優れるSAS HDDを選択(ニアライン SAS HDDは非推奨)。  
・WriteBack方式によりディスクアクセスを高速化するために、キャッシュが搭載されたSASアレイコントローラカードに変更。 
・ハード/everRun MX/仮想OSのSupportDesk契約はそれぞれ24時間365日5年のものを適用。

1) ハードウェア費・ソフトウェア費 ※下表のデータは、掲載時のものです。

カテゴリ 品名 型名 数量
希望小売価格

(単価)
希望小売価格

(合計)
備考

ハードウェア PRIMERGY RX300 S8 ラックベースユニット(2.5インチ) PYR308R2N 2 173,800 347,600

ハードウェア Xeon プロセッサー E5-2637v2(3.50GHz/4コア/15MB)×1 PYBCP30XL 2 300,000 600,000 ※1

ハードウェア メモリ-4GB(4GB 1600 LV-RDIMM×1) PYBME04RA5 2 45,000 90,000 ※1

ハードウェア ベイ追加オプション(2.5インチストレージ×4) PYBBA2401 2 25,000 50,000

ハードウェア RAID設定サービス(RAID1) PYBAS1S 2 1,000 2,000

ハードウェア SASアレイコントローラカード(キャッシュメモリ：1GB/SAS 6Gbps) PYBSR3C34 2 65,000 130,000 ※2

ハードウェア 内蔵2.5インチSAS HDD-146GB(15krpm) PYBSH145C 4 60,000 240,000 ※1

ハードウェア ポート拡張オプション(1000BASE-T×2) PYBLA262UL 2 36,000 72,000

ハードウェア LANカード(1000BASE-T) PYBLA101L 2 15,000 30,000

ハードウェア 電源ユニット(450W) PYBPU452 4 30,000 120,000

ハードウェア 電源ケーブル(AC100V対応/3m) PYBCBP102 4 3,000 12,000

ハードウェア 内蔵DVD-ROMユニット PYBDV111 2 5,000 10,000

周辺機器 ツイストペアケーブル(カテゴリ5e)(5m) TPALB005M 10 3,500 35,000 ※3

周辺機器 SH1516ATC スイッチングハブ SH1516ATC 1 39,800 39,800 ※3

周辺機器 19インチラック取付金具 SH1RUE01 1 2,000 2,000 ※3

周辺機器 19インチラック モデル2742(スタンダード/42U/基本) 19R-274A2 1 208,000 208,000 ※3

周辺機器 耐震キット(スタンダード/基本) 19R-27ST1 1 27,000 27,000 ※3

周辺機器 17インチ ラック・コンソール(RC25) PY-R1DP1 1 294,000 294,000 ※3

周辺機器 ラック・コンソール格納キット PY-RC08 1 3,000 3,000 ※3

周辺機器 アナログKVMスイッチ(4ポート) PY-KVFA04 1 32,000 32,000 ※3

周辺機器 KVMケーブル(USB)(3m) PY-CBKCU05 2 6,000 12,000 ※3

周辺機器 ラックレールキット PYBRR06 2 15,000 30,000 ※3

周辺機器 高機能無停電電源装置(Smart-UPS SMT 1500RMJ) PY-UPAR15 2 117,000 234,000 ※3

周辺機器 ネットワークマネージメントカード PY-UPC01 2 43,000 86,000 ※3

ソフトウェア Windows Server 2008 R2 Standard バンドル PYBWBS8 2 オープン価格 - ※4

ソフトウェア ServerView Suite DVD(Tools) & ドキュメント PYBSVT3 2 100 200

ソフトウェア ServerView Suite ServerBooks DVD(Manual) PYBSVM1 2 100 200

ソフトウェア PowerChute Network Shutdown for Virtualization v3.1 B5141EH4C 2 61,700 123,400

ソフトウェア トレンドマイクロ Server Protection for Windows 新規パッケージ E514CZK6C 2 69,000 138,000

ソフトウェア everRun FT-MX6.2 Single 1年間24時間サポート付 E288599Y25 1 オープン価格 －

小計 2,968,200¥     

2) 保守費
保守費 SupportDeskパック Standard24 5年(24時間受付/当日訪問/OSサポート

なし)
PYBSPH5A05 2 332,600 665,200 ※5

保守費 SupportDeskパック Standard24 UPS-2 5年 SV7MA3155 2 123,000 246,000 ※5

保守費 SupportDeskパック Standard24 HB-1 5年 SV7MA6055 1 24,300 24,300 ※5

保守費 Windows Server 2008 Standard Edition(ゲストOSサポート/PRIMERGY
用)

SV78B04ER 120 5,440 652,800 ※6

保守費 ＳＤＫ　Ｓｔｄ時間外（ソフト　Ｅ２８８５９９Ｙ２５）ｅｖｅｒＲｕｎ　ＭＸ ※7 48 16,670 800,160 ※7

小計 2,388,460¥     

3) 導入サービス費
サービス everRun FT-MX6.2 基本導入(Windows Server 2008 R2) PYDKEF003 1 オープン価格 －

小計 -¥                 

合計  ¥ 5,356,660

※1_
※2_

※3_
※4_

※5_

※6_
※7_

価格は参考価格です。
手配方法の詳細についてはパートナー様、または富士通の担当営業にご相談ください。
価格は参考価格です。ゲストOSのSDKは一ヶ月単位となります。リストでは12ヶ月/年×5年×2台分＝120として計上しております。
価格は2年目以降4年分の参考価格です。
型名および手配方法の詳細についてはパートナー様、または富士通の担当営業にご相談ください。

RX300 S8を使ったラック型のeverRun FT-MX6.2標準構成モデル 

CPU/メモリ容量/ディスク容量は業務サーバの要件に応じて変更してください。 

UPSが無い環境では、アレイコントローラカードに適合するフラッシュバックアップユニット(FBU)
またはバッテリーバックアップユニット(BBU)を必ず付けるようにしてください。
周辺機器は導入する環境に合わせて手配してください。
everRun MX 6.2は、通常のサーバと同様にWindows Serverメディア、プロダクトキーを手配してください。
手配方法の詳細についてはパートナー様、または富士通の担当営業にご相談ください。


